
16

　離島の定住を支える大きな柱の一つが、本
土～島の交通、とりわけ海上交通の確保であ
る。しかしながら、人口減少にともなう利用
者の減少、燃料の高騰などの影響により、運
航事業者の経営が圧迫するなど、その維持・
改善に関連する課題は山積している。
　交通の確保と聞くと、〈人流（人の往来）〉に目
が向きがちではあるが、住民生活や産業振興
にとって欠くことのできない〈物流〉を安定的
に維持していくという観点からも、これらの
課題の解消は非常に重要である。
　本号では、貨物船や宅配便事業者への取
材、渡海船や離島に特化した引越しサービス
を提供する事業者からのご寄稿を通して、離
島物流の実情などを報告する。各事業者がい
かに物流面から島の暮らしを支えているのか。
その取り組みや課題を多角的に検証すること
で、定期旅客航路の維持も含めて、今後の離
島振興における物流施策を議論していく上で
の参考となれば幸いである。

島
へ
運
ぶ
、島
か
ら
運
ぶ

特 

集
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東
京
の
島
々
の
物
流
の
現
況

本
誌
編
集
部

島
の
暮
ら
し
を
支
え
る

渡
海
船
の
い
ま
・
む
か
し

山
口
県
祝
島　
秋
山 

鈴
明

年
間
七
〇
〇
件
の
実
績
を
誇
る

「
離
島
引
越
し
便
」事
業

ア
イ
ラ
ン
デ
ク
ス
株
式
会
社　
池
田 

和
法
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な
ど
を
行
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
支
援
は
、
本
土
～
島
の
物

流
を
担
う
事
業
者
が
存
在
す
る

0

0

0

0

こ
と
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
本
稿
で
は
、
東
京
の
島
々
（
伊
豆
・
小
笠
原
諸
島
）
の
物
流
（
お
も

に
海
上
輸
送
）
の
現
況
な
ど
を
も
と
に
、
安
定
的
な
離
島
の
物
流
の
実
現

に
向
け
た
課
題
な
ど
を
整
理
し
た
い
。

伊
豆
・
小
笠
原
諸
島
の
物
流
―
誰
が
何
を
運
ん
で
い
る
の
か

東
京
の
島
々
の
物
流
（
本
土
～
各
島
）
は
、貨
客
船
（
東
京・竹
芝
港
）
お

よ
び
フ
ェ
リ
ー
（
静
岡
・
下
田
港
）
な
ど
住
民
や
一
般
旅
行
者
も
乗
船
す

る
〈
定
期
旅
客
船
〉
に
よ
る
輸
送
と
、
基
本
的
に
は
乗
客
を
乗
せ
な
い

〈
貨
物
船
〉
に
よ
る
輸
送
の
二
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
こ
の
ほ

離
島
で
人
々
が
生
活
し
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
島
と
本
土
と
を
結

ぶ
交
通
を
確
保
し
、
安
定
的
か
つ
安
価
な
物
の
輸
送
を
実
現
し
て
い
く

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
現
行
離
島
振
興
法
に
お
い
て
も
「
海
上
、
航

空
及
び
陸
上
の
交
通
に
つ
い
て
、
総
合
的
か
つ
安
定
的
な
確
保
及
び
そ

の
充
実
並
び
に
人
の
往
来
及
び
物
資
の
流
通
に
要
す
る
費
用
の
低
廉
化

に
資
す
る
た
め
の
施
策
の
充
実
に
特
別
の
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
」

（
第
十
二
条 

交
通
の
確
保
等
。
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）
と
、
条
文
に
明
記
さ
れ

て
い
る
。
国
で
は
、
こ
れ
ら
に
基
づ
き
「
離
島
活
性
化
交
付
金
」
の
事

業
メ
ニ
ュ
ー
の
な
か
で
、
戦
略
産
品
の
移
出
や
原
材
料
の
移
入
に
係
る

輸
送
費
支
援
（
産
業
活
性
化
事
業
）、
流
通
効
率
化
に
効
果
の
あ
る
施
設
整

備
な
ど
の
た
め
の
流
通
効
率
化
関
連
施
設
整
備
等
事
業
を
実
施
。
ま
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
し
て「
離
島
の
ガ
ソ
リ
ン
流
通
コ
ス
ト
対
策
事
業
」

東
京
諸
島
の
物
流

本
誌
編
集
部

東
京
の
島
々
の
物
流
の
現
況
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東京諸島の物流

か
に
石
油
元
売
の
タ
ン
カ
ー
や
東
京
都
漁
連
保
有
の
漁
業
用
燃
料
・
鮮
魚
専
用
の
運

搬
船
な
ど
あ
り
）。

定
期
旅
客
船
の
事
業
者
は
、
東
海
汽
船
（
東
京
～
青
ヶ
島
を
除
く
伊
豆
諸

島
）、
神
新
汽
船
（
下
田
～
大
島
を
除
く
伊
豆
諸
島
北
部
）、
小
笠
原
海
運
（
東

京
～
父
島
）
と
な
っ
て
い
る
（
こ
の
ほ
か
に
八
丈
島
～
青
ヶ
島
、父
島
～
母
島
の

島
間
を
運
航
す
る
伊
豆
諸
島
開
発
が
あ
る
）。
貨
物
船
の
事
業
者
は
、
伊
豆
七

島
海
運
（
東
京
～
伊
豆
諸
島
）、新
島
物
産
（
東
京
～
三
宅
島
以
北
の
伊
豆
諸
島
）、

共
勝
丸
（
東
京
～
小
笠
原
諸
島
）
と
な
っ
て
い
る
。

大島大島

伊東伊東

下田下田 120km120km

利島利島
147km147km

式根島式根島
171km171km神津島神津島

188km188km

三宅島三宅島
186km186km

御蔵島御蔵島
208km208km

八丈島八丈島
297km297km

青ヶ島青ヶ島

至小笠原至小笠原

357km357km

父島父島

東京東京貨物船貨物船
定期旅客船定期旅客船

（定期旅客船：竹芝、
　  貨物船：辰巳・芝浦・月島）
（定期旅客船：竹芝、
　  貨物船：辰巳・芝浦・月島）

1,000km1,000km

母島母島
1,050km1,050km

新島新島
163km163km

本稿に登場するおもな航路と各島の東京からの距離
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こ
の
ほ
か
神
新
汽
船
の
フ
ェ
リ
ー
が
下
田
と
（
大
島
を
除
く
）
伊
豆
諸

島
北
部
と
の
間
を
週
に
六
便
運
航
し
て
い
る
。

小
笠
原
（
父
島
）
へ
の
海
上
輸
送
は
、小
笠
原
海
運
が
基
本
的
に
週
に

一
航
海
。
母
島
へ
は
、
父
島
で
貨
物
を
積
み
替
え
て
、
伊
豆
諸
島
開
発

の
フ
ェ
リ
ー
で
運
ん
で
い
る
。

下
り
便
の
基
本
的
な
流
れ
は
、
東
海
汽
船
の
貨
物
営
業
所
に
持
ち
込

ま
れ
た
（
集
荷
さ
れ
た
）
荷
物
を
、
各
島
別
の
コ
ン
テ
ナ
（
保
冷
コ
ン
テ
ナ

含
む
）
に
積
載
し
、
船
の
接
岸
時
間
に
合
わ
せ
て
船
積
み
す
る
。
各
島

で
は
、
代
理
店
が
荷
役
（
船
荷
の
上
げ
下
ろ
し
な
ど
）
を
行
な
い
、
島
内
各

地
へ
配
送
さ
れ
る
。
離
島
の
物
流
コ
ス
ト
が
本
土
内
よ
り
も
高
く
な
る

の
は
、
そ
も
そ
も
陸
上
で
の
輸
送
に
比
べ
て
海
上
輸
送
の
費
用
の
方
が

割
高
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
こ
れ
ら
複
数
の
輸
送
手
段
の
利
用
や
荷
役

作
業
が
発
生
す
る
た
め
で
あ
る
。

航
路
事
業
者
や
宅
配
便
事
業
者
で
は
、物
流
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
、積

載
率
の
向
上
や
作
業
の
効
率
化
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
行
な
っ
て

い
る
。
本
項
で
は
、
ヤ
マ
ト
運
輸
（
宅
配
便
事
業
者
。
以
下
、
ヤ
マ
ト
）
へ
の

取
材
を
も
と
に
物
流
事
業
者
の
取
り
組
み
の
現
況
や
課
題
を
報
告
す
る
。

コ
ン
テ
ナ
の
効
果
的
な
活
用

ヤ
マ
ト
で
は
、
本
土
の
新
東
京
ベ
ー
ス
店
（
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
）
に
お

い
て
、
島
ご
と
の
コ
ン
テ
ナ
（
自
社
保
有
お
よ
び
東
海
汽
船
な
ど
か
ら
の
リ
ー

取
り
扱
い
貨
物
に
つ
い
て
も
定
期
旅
客
船
と
貨
物
船
で
大
き
く
分
け

る
こ
と
が
で
き
、
前
者
は
お
も
に
下
り
便
（
本
土
→
島
）
で
食
料
品
や
日

用
品
・
家
電
な
ど
の
生
活
物
資
（
小
売
店
な
ど
で
取
り
扱
う
商
品
と
と
も
に
、

郵
便
や
宅
配
便
な
ど
個
人
へ
の
貨
物
含
む
）、
上
り
便
（
島
→
本
土
）
で
は
島
の

生
産
物
な
ど
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
下
り
便
で
重
機
・
自
動
車
、
建
築

資
材
（
木
材
、
生
コ
ン
、
砂
利
・
砂
ほ
か
）
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
な
ど
の
燃
料
、

上
り
便
で
産
業
廃
棄
物
（
木
く
ず
、
金
属
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ほ
か
）
と
一
般

廃
棄
物
、
廃
自
動
車
、
廃
家
電
、
燃
料
の
空
容
器
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
（
ダ

ン
ボ
ー
ル
、
ビ
ン
・
缶
ほ
か
）
な
ど
で
あ
る
。

な
お
、
東
京
都
で
は
伊
豆
・
小
笠
原
諸
島
の
住
民
生
活
の
安
定
と
産

業
の
振
興
を
図
る
た
め
「
伊
豆
諸
島
海
上
貨
物
運
賃
補
助
金
」
と
し
て
、

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
な
ど
一
九
品
目
を
補
助
対
象
に
海
上
の
運
賃
の
全
額
ま

た
は
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
額
を
交
付
し
て
い
る
。

旅
客
定
期
船
に
よ
る
物
流
の
現
況
と
課
題
―
宅
配
便
事
業
者
の
事
例
か
ら

現
在
、東
京
か
ら
伊
豆
諸
島
へ
の
定
期
旅
客
船
で
の
海
上
輸
送
は
、東

海
汽
船
が
「
①
竹
芝
～
大
島
・
利
島
・
新
島
・
式
根
島
・
神
津
島
」「
②

竹
芝
～
三
宅
島・御
蔵
島・八
丈
島
」
の
二
航
路
を
運
航
し
て
お
り
、
ど

ち
ら
も
一
日
一
航
海
（
一
往
復
）
と
な
っ
て
い
る
。
青
ヶ
島
へ
は
、八
丈

島
で
貨
物
を
積
み
替
え
て
（
＝
横
持
ち
し
て
）、伊
豆
諸
島
開
発
の
フ
ェ
リ

ー
で
運
搬
し
て
い
る
。
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ス
）
に
荷
物
を
積
み
合
わ
せ
、
竹
芝
の
東
海
汽
船
の
貨
物
営
業
所
へ
持

ち
届
け
て
い
る
。
各
島
で
の
荷
役
・
配
送
は
、
島
内
の
ヤ
マ
ト
営
業
所

の
有
無
に
よ
っ
て
取
扱
者
が
異
な
る
。
大
島
や
八
丈
島
の
よ
う
に
営
業

所
が
あ
る
場
合
は
営
業
所
が
、な
い
場
合
は
島
の
代
理
店
（
契
約
事
業
者
）

が
そ
れ
に
あ
た
る
。
下
り
便
と
上
り
便
の
コ
ン
テ
ナ
内
の
積
載
率
を
比

較
す
る
と
、
前
者
の
方
が
高
い
。
い
か
に
島
か
ら
本
土
へ
送
る
荷
物
を

増
や
し
、
積
載
率
を
上
げ
る
の
か
が
効
率
化
の
カ
ギ
と
な
る
。

コ
ン
テ
ナ
輸
送
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
効
率
的
な

運
用
な
ど
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ン
テ
ナ
不
足
に
よ
る
輸
送
障
害

の
発
生
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
各
島
の
代
理
店
な
ど
に
速
か
な
コ

ン
テ
ナ
の
返
却
を
要
請
し
て
い
る
。

な
お
、
本
土
～
島
の
ほ
か
に
島
～
島
の
輸
送
も
発
生
す
る
が
、
ヤ
マ

ト
で
は
二
〇
一
七
年
よ
り
「
離
島
間
輸
送
コ
ン
テ
ナ
」
を
積
載
す
る
こ

と
で
、
島
～
島
と
本
土
～
島
の
輸
送
を
切
り
分
け
た
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
な
っ
て
い
る
。

欠
航
や
引
き
返
し
対
応

台
風
や
時
化
な
ど
海
象
条
件
に
よ
っ
て
船
の
欠
航
や
運
航
途
中
で
の

引
き
返
し
な
ど
が
発
生
す
る
。
こ
の
場
合
、
竹
芝
か
ら
の
発
送
荷
物
は

一
般
貨
物
の
生
鮮
食
品
な
ど
の
輸
送
が
優
先
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
宅

急
便
な
ど
滞
貨
分
の
荷
物
が
次
の
便
の
貨
物
と
重
な
り
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ

【本土内での輸送】

【離島の輸送】

本土

離島 船舶 本土

発着地 発着地

発着地 港湾 港湾 発着地

荷役 荷役陸上輸送

荷役 集荷 配送海上輸送荷役 荷役 荷役

離島物流の
不利な点

集荷費用
集荷時間

荷役費用
荷役時間 輸送費用 荷役費用

荷役時間
配送費用
配送時間

本土内と離島における輸送の違い

出典：「物流対策で住民生活維持・産業振興・防災の実現を」（苦瀬博仁、本誌265号）
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物
産
が
「
辰
巳
～
大
島
・
利
島
・
新
島
・
式
根
島
・
神
津
島
・
三
宅
島
」

を
週
一
～
三
便
、
伊い

豆ず

七し
ち

島と
う

海
運
が
「
辰
巳
～
大
島
・
利
島
・
新
島
・

式
根
島
・
神
津
島
」
を
週
二
～
六
便
、「
芝
浦
～
三
宅
島
・
御
蔵
島
・
八

丈
島・青
ヶ
島
」
を
週
一
～
二
便
、「
伊
東
～
大
島
」
を
週
三
便
運
航
し

て
い
る
。

小
笠
原
諸
島
へ
は
共き

ょ
う

勝し
ょ
う

丸
が
「
月
島
～
父
島
・
母
島
」
の
路
線
を
年

間
二
八
～
三
〇
航
海
し
て
い
る
。

貨
物
船
の
運
営
事
業
者
に
お
い
て
も
旅
客
定
期
船
と
同
様
に
物
流
コ

ス
ト
の
低
減
に
向
け
、
積
載
率
の
向
上
や
作
業
の
効
率
化
の
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
貨
物
船
な
ら
で
は
の
課
題

も
生
じ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
小
笠
原
諸
島
へ
の
海
上
輸
送
を
担
う
共

勝
丸
へ
の
取
材
を
も
と
に
貨
物
船
事
業
者
の
取
り
組
み
の
現
況
と
課
題

を
報
告
す
る
。

最
低
限
の
人
員
態
勢
で
の
運
航

共
勝
丸
の
船
員
は
八
人
で
、
全
員
が
乗
船
す
る
。
こ
れ
は
船
を
運
航

す
る
上
で
ギ
リ
ギ
リ
の
人
員
態
勢
で
あ
り
、
予
備
員
も
い
な
い
状
態
で

あ
る
。船
員
の
募
集
を
か
け
る
も
の
の
な
か
な
か
応
募
が
集
ま
ら
ず
、小

笠
原
出
身
者
の
な
り
手
も
見
つ
か
ら
な
い
。
特
に
機
関
士
が
不
足
し
て

い
る
と
い
う
。
日
本
で
は
内
航
船
へ
の
外
国
人
船
員
の
配
乗
は
認
め
ら

れ
て
い
な
い
た
め
、外
国
人
技
能
実
習
制
度
［
※
1
］
も
活
用
す
る
こ
と

不
足
（
積
み
残
し
）
が
起
き
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
際
、
ク
ー
ル
宅
急
便

を
輸
送
す
る
コ
ー
ル
ド
ボ
ッ
ク
ス
（
Ｃ
Ｂ
。
後
出
）
の
荷
物
を
一
般
貨
物

の
生
鮮
品
を
輸
送
す
る
蓄
冷
式
の
コ
ン
テ
ナ
に
移
し
替
え
る
こ
と
で
、

積
み
残
し
の
解
消
と
積
載
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

温
度
管
理
が
必
要
な
荷
物
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
ヤ
マ
ト
の
伊

豆
・
小
笠
原
営
業
所
で
は
、
二
四
時
間
保
冷
状
態
が
維
持
で
き
る
Ｃ
Ｂ

を
約
二
〇
本
保
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
蓄
冷
材
を
投
入
す
る
タ
イ
プ

の
Ｃ
Ｂ
と
比
べ
積
載
効
率
が
低
い
た
め
、
現
在
で
は
両
Ｃ
Ｂ
を
併
用
し

て
い
る
状
態
で
あ
る
。
仮
に
コ
ン
テ
ナ
内
で
Ｃ
Ｂ
を
充
電
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
充
電
式
Ｃ
Ｂ
で
の
輸
送
に
切
り
替
え
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
さ
ら
に
積
載
効
率
が
向
上
す
る
と
い
う
。

な
お
ヤ
マ
ト
で
は
、
二
〇
一
九
年
に
こ
れ
ま
で
大
島
と
八
丈
島
の
み

で
あ
っ
た
ク
ー
ル
宅
急
便
の
取
り
扱
い
を
、
新
島
、
神
津
島
、
三
宅
島

の
三
島
に
も
拡
大
し
て
い
る
。

ま
た
、
東
京
湾
上
で
は
、
湾
内
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
管
制
信
号

で
運
航
に
制
限
が
か
か
る
場
合
が
あ
る
。
竹
芝
へ
の
着
岸
に
一
時
間
程

度
の
遅
延
が
出
る
ケ
ー
ス
で
は
、
島
か
ら
の
荷
物
の
発
送
な
ど
に
遅
れ

が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

貨
物
船
に
よ
る
物
流
の
現
況
―
小
笠
原
諸
島
の
事
例
か
ら

現
在
、
東
京
か
ら
伊
豆
諸
島
へ
の
貨
物
船
で
の
海
上
輸
送
は
、
新
島
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が
で
き
な
い
。
現
在
、
共
勝
丸
の
船
員
の
平
均
年
齢
は
、
船
長
を
含
め

四
十
代
と
比
較
的
若
い
た
め
、
定
年
に
よ
る
引
退
な
ど
の
心
配
は
少
な

い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
感
染
や
そ
の
濃
厚
接
触
者
と
な
り
隔
離
措
置

が
と
ら
れ
る
な
ど
で
欠
員
が
生
じ
た
場
合
、
す
ぐ
に
運
航
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
状
態
と
な
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
で
は
、
船
の
安
定
的
な
運
航
以
前
に
、
共
勝

丸
が
ウ
イ
ル
ス
を
小
笠
原
に
持
ち
込
む
こ
と
が
な
い
よ
う
に
最
新
の
注

意
を
払
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
な
ど
に
お
い
て
、
定

期
旅
客
船
の
船
員
は
自
治
体
の
便
宜
・
支
援
に
よ
り
優
先
接
種
な
ど
が

受
け
ら
れ
た
の
に
対
し
、
共
勝
丸
は
自
分
た
ち
自
身
で
手
配
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
非
常
に
苦
慮
し
て
い
る
と
い
う
。

燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
な
い
運
賃
設
定

共
勝
丸
が
運
搬
す
る
お
も
な
貨
物
は
、下
り
便
が
建
築
資
材
（
コ
ン
ク

リ
製
品
、
セ
メ
ン
ト
、
鋼
材
、
木
材
、
砂
利
・
砂
ほ
か
）
や
重
機
・
車
両
で
、
荷

主
は
建
設
会
社
や
卸
業
者
な
ど
一
〇
社
ほ
ど
に
の
ぼ
る
。
オ
カ
ヤ
ド
カ

リ（
国
指
定
天
然
記
念
物
）が
乗
り
越
え
ら
れ
る
特
注
の
Ｌ
字
側
溝
な
ど
小

笠
原
な
ら
で
は
の
荷
物
を
積
載
す
る
こ
と
や
、
外
来
種
対
策
の
た
め
土

な
ど
の
持
ち
込
み
に
際
し
て
荷
主
に
注
意
喚
起
す
る
な
ど
、
他
の
貨
物

船
に
は
な
い
共
勝
丸
特
有
の
配
慮
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。こ
の
ほ
か
、ガ

ソ
リ
ン
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
な
ど
の
燃
料
も
運
搬
し
て
い
る
。た
だ
し
、コ

建築資材・燃料の運搬など小笠原の住民生活・産業の基盤を支える貨物船「共勝丸」。
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ン
テ
ナ
荷
役
や
生
鮮
品
の
輸
送
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
受
け
付
け
て

い
な
い
。

上
り
便
で
は
、
お
も
に
一
般
お
よ
び
産
業
廃
棄
物
、
ビ
ン
・
缶
・
段

ボ
ー
ル
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
品
、
燃
料
の
空
容
器
、
廃
自
動
車
、
廃
家

電
な
ど
を
積
載
し
て
い
る
。
近
年
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
と
な

る
家
電
四
品
目
（
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
・
衣
類
乾

燥
機
）
の
取
り
扱
い
の
増
加
が
目
立
つ
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
母
島
に
は

ゴ
ミ
焼
却
処
理
施
設
が
な
い
た
め
、
母
島
か
ら
父
島
へ
の
ゴ
ミ
の
運
搬

も
担
っ
て
い
る
。

近
年
、燃
油
価
格
の
高
騰
の
影
響
で
運
航
経
費
は
上
昇
し
て
い
る
。定

期
旅
客
船
を
は
じ
め
航
空
路
の
運
航
事
業
者
な
ど
の
多
く
が
燃
油
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
（
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
）
を
導
入
し
て
燃
料
代
の
上
昇
に
対

応
し
て
い
る
な
か
、
共
勝
丸
で
は
現
在
ま
で
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
徴
収
を

行
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
荷
主
や
島
の
住
民
の
事
業
経
営
や
生
活

が
苦
し
く
な
っ
て
い
る
時
に
こ
そ
、
共
勝
丸
が
利
用
者
の
要
望
に
応
え
、

支
え
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
共
勝
丸
自
体
の
経
営
存
続
も
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
運
賃
の
改
定
を
実
施
し
た
。
こ
の
際
、
こ
れ
ま
で
サ

ー
チ
ャ
ー
ジ
を
設
け
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
で
荷
主
の
理
解
も
得
や
す
く
、

か
つ
料
金
改
定
実
施
日
の
二
年
ほ
ど
前
か
ら
荷
主
や
行
政
に
ア
ナ
ウ
ン

ス
し
て
単
価
交
渉
を
行
な
っ
て
き
た
た
め
、
ス
ム
ー
ズ
に
新
し
い
運
賃

形
態
へ
移
行
で
き
た
。
た
だ
し
、
運
賃
の
改
定
が
で
き
た
か
ら
と
い
っ

て
経
営
状
態
が
大
き
く
上
向
く
わ
け
で
は
な
く
、
現
行
の
航
海
態
勢
だ

か
ら
な
ん
と
か
経
営
維
持
で
き
て
い
る
状
態
だ
と
い
う
。

物
流
効
率
化
の
工
夫

共
勝
丸
で
は
、
月
の
運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
、
前
月
の
二
〇
日
に
会

社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

表
を
紙
で
配
布
し
て
い
た
が
、
急
な
変
更
が
あ
っ
て
も
紙
を
配
り
終
わ

っ
て
か
ら
で
は
す
ぐ
に
調
整
が
効
か
な
い
た
め
、
荷
受
け
日
を
変
更
し

た
い
の
に
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
ケ
ー
ス
な
ど
が
出
て
き
て
い
た
。
そ

こ
で
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
み
の
掲
載
と
し
、
か
つ
運
航
予
定
日
・
決
定

日
と
い
う
表
記
形
式
を
設
け
る
こ
と
で
、
荷
受
け
の
調
整
が
つ
き
や
す

い
工
夫
を
行
な
っ
て
い
る
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、荷
主
の
方
々
の
理
解・

協
力
も
大
き
い
と
い
う
。

こ
の
ほ
か
船
内
の
積
載
効
率
を
高
め
る
た
め
、
デ
ッ
キ
を
二
層
構
造

と
し
て
（
上じょう
甲こう
板はん
に
加
え
中ちゅう
甲
板
を
つ
け
て
）、
積
載
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
し

て
い
る
。
ま
た
、
コ
ン
テ
ナ
を
使
う
と
ど
う
し
て
も
デ
ッ
ド
ス
ペ
ー
ス

が
で
き
て
し
ま
う
た
め
、
コ
ン
テ
ナ
を
使
わ
ず
に
積
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
積
載
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
貨
物
に
対

応
し
な
が
ら
、
航
路
距
離
千
キ
ロ
、
人
口
二
五
〇
〇
人
の
小
笠
原
の
生

活
を
支
え
る
た
め
の
工
夫
で
も
あ
る
。



25
No.271季刊しま

東京諸島の物流

り
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
。
荷
物
を
海
上
輸
送
す
る
と
い
う
観
点
は
も

ち
ろ
ん
、
島
に
よ
っ
て
は
営
業
所
を
置
か
ず
船
舶
会
社
に
島
内
配
送
な

ど
を
委
託
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
こ
の
観
点
か
ら
も
支
援
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

定
期
旅
客
船
の
場
合
、
離
島
補
助
航
路
で
あ
れ
ば
欠
損
額
に
対
す
る

国
庫
補
助
な
ど
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
定
期
旅
客

船
と
同
様
に
島
の
生
活
を
支
え
て
い
る
貨
物
船
に
つ
い
て
は
、
欠
損
補

助
の
よ
う
な
仕
組
み
が
な
い
。
ま
た
、
新
船
の
建
造
に
対
し
て
も
、
貨

物
船
の
場
合
は
行
政
か
ら
の
資
金
面
で
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス

が
少
な
い
と
い
う
。

今
後
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
の
が
船
員
の
確
保
で
あ
る
。
今
回
の
取
材

で
は
、
内
航
海
運
が
存
続
し
て
い
く
た
め
に
も
、
国
内
人
材
の
確
保
・

養
成
に
対
す
る
支
援
や
外
国
人
船
員
な
ど
の
柔
軟
な
活
用
な
ど
に
対
す

る
声
も
聞
か
れ
た
。

物
流
は
、
離
島
の
安
定
的
な
住
民
生
活
や
産
業
振
興
の
根
幹
を
担
う

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
人
流
の
確
保
や
海
上
輸
送

費
の
低
廉
化
な
ど
に
対
す
る
支
援
は
な
さ
れ
て
き
た
が
、
貨
物
船
を
含

め
物
流
を
支
え
る
船
舶
事
業
者
の
維
持
に
つ
い
て
も
幅
広
く
議
論
す
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

（
森
田
）

定
期
旅
客
船
の
代
替
機
能
も
担
う

東
京
～
父
島
を
結
ぶ
定
期
旅
客
船
の
お
が
さ
わ
ら
丸
の
ド
ッ
ク
時
は
、

基
本
的
に
東
海
汽
船
の
さ
る
び
あ
丸
が
代
替
船
の
機
能
を
担
う
。
し
か

し
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
最
盛
期
と
ド
ッ
ク
期
間
が
重
な
る
場
合
、

さ
る
び
あ
丸
に
他
の
貨
物
が
載
せ
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
発
生
す
る
た
め
、

共
勝
丸
が
郵
便
や
宅
配
便
の
貨
物
の
輸
送
を
担
う
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、
原
則
と
し
て
旅
客
の
乗
船
は
受
け
付
け
て
い
な
い
が
、
緊
急

時
の
人
員
輸
送
な
ど
を
行
な
う
こ
と
も
あ
る
。
共
勝
丸
に
よ
る
と
、
住

民
の
安
心
感
の
向
上
に
つ
な
が
る
た
め
、
こ
う
い
っ
た
面
で
の
役
割
は

継
続
的
に
果
た
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。

船
舶
会
社
の
経
営
存
続
を

以
上
の
よ
う
に
、
東
京
の
島
々
の
物
流
の
現
況
を
み
て
き
た
が
、
物

流
事
業
者
で
は
、
積
載
率
の
向
上
、
荷
役
の
効
率
化
な
ど
物
流
コ
ス
ト

の
低
廉
化
お
よ
び
収
益
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
が
行
な
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
島
の
人
口
減
少
に
と
も
な
う
取
り
扱
い
貨
物
の

減
少
や
燃
油
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ら
事
業
者
独
自
の
取
り
組
み

だ
け
で
は
離
島
の
物
流
を
維
持
で
き
な
い
可
能
性
も
生
じ
て
い
る
。

ヤ
マ
ト
に
よ
る
と
、
人
流
は
も
と
よ
り
物
流
に
お
い
て
も
基
本
と
な

っ
て
い
る
定
期
旅
客
船
を
運
営
す
る
船
舶
会
社
の
事
業
継
続
が
な
に
よ

※
１
：
詳
細
は
公
益
財
団
法
人
国
際
人
材
協
力
機
構
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照
。


